
読
め
ば
見
え
て
く
る
。

南
城
市
の
こ
れ
か
ら
の
一
年
。

なんじょう

南城市の人口（前月比）　2017年2月末日（外国人登録含む）
【計】43,285人（+14） 【女】21,510人（+9） 【男】21,775人（+5） 【世帯数】16,939戸（+26）

Let’s U turn!

南城へ帰ろう、 南城で始めよう。南城へ帰ろう、 南城で始めよう。
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平
成
29
年
度 

南
城
市
施
政
方
針

市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

古
謝
景
春
市
長
が
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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平成29年度 施政方針　　背景：大里・ミーグスクからの眺め

▲県より南城市マンゴー産地協議会が優良な拠点産地を
　形成しているとして表彰を受けました！

　

は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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▲老朽化が著しい大里中学校改築の基本設計に着手します。

　

は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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▲馬天小学校敷地に設置された学童クラブ。

　

は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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▲新庁舎は平成 30年 3月末完成予定。

　

は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春
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▲フィリピン・ビクトリアス市で活動する市職員。関係性をつなぐかけはしに。

　

は
じ
め
に

　
平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員

各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
市
長
に
就
任
し
て
３
期
目
の
最
終
年
度

に
な
り
ま
す
。
就
任
当
初
か
ら
11
年
間
、
市
民
の
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
「
市
民
と
共
に
つ
く
る
、
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、「
市
民
と
共
に
つ
く
る
元
気
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
誇
り
と
希
望
に
満
ち
た
賑
わ
い
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
自
然
、
文
化
が
調
和
し
た
安

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
と
「
南
城

市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
政
策
を
柱
に
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
７
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
21

項
目
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
市
長
任
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
４
年
目
の
結
び
に
入
る
今

年
度
を
基
本
政
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
捉
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
思
い
を
汲
み
上
げ
、
市
政
に
反
映
し
、
更
な
る
南

城
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
で
市
政
運
営
に

臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
南
城
市
は
、
平
成
18
年
１
月
の
合
併
よ
り
、
11
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
な
が
ら
も

皆
様
の
理
解
を
頂
き
つ
つ
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
東
四
間
切
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
、市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、教
育
、文
化
、

福
祉
、
産
業
基
盤
等
の
整
備
な
ど
南
城
市
発
展
の
基
礎
づ
く

り
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
得
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
企
業
進
出
や
集
合
住
宅

等
の
建
設
が
進
み
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
転
入
に
よ

り
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
人
口
も
増
加
に
転
じ
、
人
口
４
万

３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者

の
方
々
が
主
役
と
な
り
成
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
我
が
国
が
今
後
確
実
に
迎
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
平
成
28
年
２

月
に
策
定
し
た
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
創

生
戦
略
」
の
先
取
り
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

平
成
22
年
調
査
と
比
べ
る
と
96
万
人
余
り
減
少
し
、
大
正
９

年
の
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
し
、「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
に
比
べ
人
口
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
市
政
運
営
は
、
今
後
到
来
す
る
「
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
未
来
を
見

つ
め
「
日
本
一
元
気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
の
実
現
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　
平
成
29
年
度
は
、
第
１
次
総
合
計
画
の
最
終
年
次
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
計
画
に
掲
げ
た
基
本
施
策
の
総
仕
上
げ
の
年
と
位

置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

長
期
的
な
視
点
で
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
さ
ら
な
る

発
展
・
飛
躍
に
向
け
て
、
７
つ
の
基
本
政
策
で
あ
る

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
柱
と
し
て
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

２　

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

７
つ
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

（
１
）
地
域
に
根
ざ
し
た

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ず
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
等
を
加
え
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
及
び
平
成
28
年
度
に
制
定
し
た

「
農
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
課

題
の
解
決
お
よ
び
振
興
発
展
に
関
係
者
一
体
と
な
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
等
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
減
ら

す
た
め
災
害
に
強
い
農
業
施
設
の
設
置
を
支
援
し
、
農
作
物

の
安
定
生
産
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
を
目
指
し
、
引
き
続
き
県
営
、
団
体
営
か
ん
が
い
施
設
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
と
連
携
し
事
業
の
早
期

完
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
農
道
、
農
業
用
用
排

水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
及
び
優
良
乳
用
牛
、
優

良
種
豚
の
導
入
支
援
を
継
続
し
肥
育
農
家
の
所
得
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養
豚
、
養
鶏
に
関
し
て
も
中

央
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と
協
力
し
、
動
物
性
の
伝
染
病
を
未

然
に
防
ぐ
と
同
時
に
、
悪
臭
や
排
泄
物
対
策
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
行
政
・
農
家
の
連
携
を
密
に
し
、
衛

生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
利
用
形
態
に
即
し
た
水

産
基
盤
の
整
備
拡
充
を
図
り
つ
つ
、
も
ず
く
養
殖
等
を
含
め

漁
場
の
生
産
力
向
上
や
漁
業
再
生
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
な
ど
、
安
定
的
な
漁
獲
量
の
向
上
に
向
け
、
漁
業

協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
の
所
得

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
意
欲

あ
る
生
産
者
の
皆
様
が
主
体
と
な
り
、
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な
創
業
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
南

城
市
創
業
支
援
施
設
」
を
商
工
会
と
連
携
し
整
備
を
行
い
、

４
事
業
者
が
入
居
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
「
創
業

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続

き
新
規
創
業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
・
拡
大
の

施
策
と
し
て
、
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
南
城
市
雇
用
創
出
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
総
合
戦
略
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
南

城
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
と
連
携
し
雇
用
環
境
の
更
な

る
改
善
と
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
座
真
ム
ラ

ヤ
ー
、
前
川
ム
ラ
ヤ
ー
に
続
き
、
知
名
ム
ラ
ヤ
ー
が
完
成
し
、

地
域
主
体
に
よ
る
様
々
な
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
南
城
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
県
外
主
要
都
市
及
び
海
外
に
お
い
て
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」

の
旧
駐
車
場
跡
を
活
用
し
、
訪
れ
た
方
々
が
く
つ
ろ
げ
る
庭

園
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道
路
の
整
備
や
那

覇
空
港
の
拡
張
、
国
際
物
流
ハ
ブ
化
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
、
ア
ジ
ア
全
域
の
巨
大
市
場
と
の
利
便
性
向
上
を
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
物
の
国

内
外
へ
の
販
路
拡
大
、
未
利
用
資
源
の
他
分
野
活
用
に
よ
る

新
た
な
産
業
創
出
、
創
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存
可
能
な
優
良
企
業

等
の
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
、

財
産
を
フ
ル
活
用
し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
２
）
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
、
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
を
通

し
て
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28
年
度
に

学
校
業
務
改
善
検
討
委
員
会
を
発
足
し
、
様
々
な
取
組
方
策

の
検
討
と
意
見
交
換
を
行
い
学
校
業
務
改
善
推
進
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
種
機
関
等
と
の
連
携
強
化

を
図
り
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
組
織
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
充
実
・
学
校
の
体
制
づ
く
り
と
情
報

化
促
進
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校

の
交
流
・
連
携
を
充
実
し
、
学
び
の
基
礎
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
大
里
地
区
幼
稚
園
２
園
の
統
廃
合
が
決

定
し
２
年
保
育
の
確
立
に
向
け
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
全
園
に
て
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施
し
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
だ
成
果
が
徐
々
に
表
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
学

力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
情

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
各
地
区
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る

学
校
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
校
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
玉
城
中
学
校
武
道
場

屋
外
プ
ー
ル
改
築
工
事
を
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
、
大
里

北
小
学
校
敷
地
造
成
、
校
舎
改
築
工
事
及
び
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

等
受
入
施
設
整
備
工
事
、
大
里
中
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設

計
業
務
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
大
里
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
施
設
を
統
廃
合
し
、
よ
り
充
実
し

た
幼
児
保
育
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
用
地
測
量
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、『
南
城
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
』

等
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
調
査
や
国
指
定
の
史
跡
整
備
に

関
連
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
尚
巴
志

活
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
事
業
」
で
は
、
文
化
財
振
興
・

地
域
振
興
・
人
材
育
成
等
の
事
業
と
結
び
つ
け
、
関
係
す
る

機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
「
斎
場
御
嶽
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
調
査
成
果
を
基
に
琉
球
王
国
最
高
聖
地
の
保
護
と
活

用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
議
論
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
最
大
限
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
集
落
域
文
化
遺
産
サ
イ
ン
整
備
事
業
」
を
推
進
し
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
と
も
に
住
民
と
観
光
客
等
と
の
交
流
促

進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
城
歴
史
文
化
保
存
継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、「
御
嶽
」「
資

料
集 

戦
争
」「
民
俗
」
の
発
刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・

シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
屋
根
の
設
置
を
行
う
な

ど
、
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
、

多
様
な
文
化
芸
術
の
拠
点
性
を
強
化
し
、
創
造
的
な
音
楽
芸

術
活
動
の
展
開
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
、
県
立
芸
術
大
学
と

の
包
括
連
携
事
業
等
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
文
化
や
芸

能
の
保
存
・
継
承
等
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
和
学
習
拠
点
「
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
」
に
つ
い
て
は
、

入
壕
者
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
平
和
の
尊
さ
を
実
感
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
温
も
り
あ
ふ
れ
る

福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
、「
温
も
り
あ
ふ
れ
る
福
寿
（
健
康
・
福
祉
）
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
活
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
増

進
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
習
慣
病
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
対
策
と
し
て
定
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
（
保
健
事
業
実
施
計
画
）」
に
基
づ
き
、
本
市
の
健

康
課
題
で
も
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起
因
す

る
「
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症
」
の

発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
心
臓
、
脳
、
腎
臓
の
病
因
と
な
る
動
脈
硬
化
発
症
の
共
通

点
は
、「
血
管
内
皮
機
能
低
下
」
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
有
所
見
者
を
対
象
と
し
た
、
２
次
健
診
に
て

血
管
内
皮
機
能
検
査
（
Ｆ
Ｍ
Ｄ
）
を
引
き
続
き
取
り
入
れ
、

機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
し
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正

化
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防
の
た
め

に
早
期
か
ら
の
腎
機
能
低
下
予
防
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
険
者
、
腎
臓
専
門
医
、
開
業
医
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
新
た
に
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
方
の
抑
制
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
基
づ
い
た
保
健
事
業
を
実
践
し
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と

し
て
、
児
童
生
徒
へ
の
保
健
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
健
康
増
進
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
度
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
市
内
運
動
施
設
に
お
い
て
毎
月
一
回
の
施
設
無

料
開
放
日
を
設
け
、
市
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
期
を

過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
高
齢
者
を

み
ん
な
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、
高
齢
者
等
の
社
会
参
加
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施
設
と
連

携
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
重
度
化
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
全
国
的
に
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
か
、
本

市
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
お
り
、
そ
の
方
々
の
生
き

が
い
と
就
労
の
場
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
な
ど
の
自
主

財
源
に
よ
る
運
営
が
厳
し
く
毎
年
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
や
抑
制
に
努
め

る
と
と
も
に
保
険
税
徴
収
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
保
険
税
の
算
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
割
、
資
産
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
か

ら
資
産
割
を
廃
止
し
た
３
方
式
へ
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
国
保
事
業
広
域
化
に
向
け
、
関
係

市
町
村
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相
談

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
・
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
」
に
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
南
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
掲
げ
る
各
種
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
化

す
る
保
育
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
必
要
に
応
じ
検

討
し
な
が
ら
、子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、認
可
・

無
認
可
の
区
別
な
く
、
保
育
の
現
場
と
行
政
が
情
報
を
共
有

し
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
園
長
会
を
新
た

に
組
織
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
等
へ
の
指
導
、

助
言
、
お
よ
び
相
談
業
務
を
担
う
「
保
育
園
支
援
員
」
を
配

置
し
「
保
育
の
質
」
の
確
保
と
向
上
に
向
け
た
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
み
ど
り
保
育
所
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
10
月
１
日
の

民
営
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
待
機
児
童
」

解
消
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お
り
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
、
施
設
整
備
に
よ
る
定
員
拡
大
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母
子
と
も
に
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
き
め
細
か
な
乳
幼
児
健
診
や
本
市
独
自

の
健
康
相
談
を
実
施
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
改
善
策
を
講

じ
な
が
ら
保
健
指
導
の
質
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
妊
婦
が
快
適
で
安

心
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
が
送
れ
る
よ
う
、
出
産
、
育
児
、

子
育
て
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や
保
健
指
導
及
び
栄
養
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
市
内
小
学
校
敷
地
内
へ
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
様
々
な
諸
問
題
を
解
決
す
べ
く
家
庭
相

談
員
並
び
に
、
女
性
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談
業

務
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
親
子
通

園
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
発
達
障
が
い
児
に

関
す
る
窓
口
相
談
業
務
も
含
め
、
療
育
の
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
た
に
養
育
支
援
員
を
配
置
し
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
保
護
者
等
に
対
し
、
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

や
医
療
費
助
成
等
の
給
付
金
や
就
職
に
有
利
と
な
る
よ
う
な

資
格
取
得
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
南
城
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
生
活
基
盤

や
子
育
て
支
援
の
強
化
を
図
り
、
生
活
や
育
児
に
関
す
る
負

担
を
軽
減
し
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
食
事
の
提

供
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
利
用
料
等
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
、
関
係
各
課
と
横
断

的
に
情
報
共
有
し
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
障
害
者
総
合

支
援
法
、
南
城
市
障
が
い
者
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
い
た
、
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者
差
別
解
消

法
及
び
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
害
者
の
地
域
活
動
及
び
相
談
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
強
化
し
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
自
立
支
援
事
業
の
住
居
確
保
給
付

金
支
給
事
業
に
よ
り
、
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
の
あ
る
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
生
活
困
窮
者
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
応
じ
た
支
援
を
図
り
つ
つ
、
那
覇

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
敏
速
な
職
業
情
報
提
供
と
就
職

の
斡
旋
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
に
住
居
を

失
っ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
よ
る

衣
食
住
確
保
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
取
り
組
む
支
援
員
を
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
ぶ
機
会
を
増
や
し
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強
化
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
と
相
互
理
解
を
深
め
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
交
流
や
国
際
交
流
を
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
も
、集
落（
ム

ラ
ヤ
ー
）
支
援
事
業
等
に
よ
り
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
つ
つ
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
を
解
決

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
地
域
の
自
立
と
発
展
を

目
標
に
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
国
内
・
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
県
高
千
穂
町
と
人
的
交
流
や
商
工
・
観
光
等
の
交
流
、
友

好
都
市
の
中
国
江
陰
市
と
の
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
引
き
続
き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
に

よ
り
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
文
化
の
習
得
及
び
市
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド

＆
ウ
ォ
ー
ク
in
南
城
な
ど
、
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
充
実
を

図
り
、
さ
ら
な
る
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
運
動
施
設
を
活
用
し
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

や
大
学
等
の
各
種
キ
ャ
ン
プ
や
、
合
宿
等
の
誘
致
活
動
を
行

い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
と
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
南
部
東
道

路
や
観
光
振
興
将
来
拠
点
（
中
核
地
）、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

等
の
整
備
を
見
据
え
、
公
共
駐
車
場
の
活
用
や
今
後
の
南
部

広
域
圏
の
道
路
網
の
あ
り
方
、
公
共
交
通
の
再
編
及
び
ア
フ

タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た
な
客
層
の
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
が
不
可
欠
な
分
野
に
お

い
て
、国
や
県
、関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
安
全
で
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
土
地
利
用
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
開

発
、
企
業
立
地
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
、
昨
年
度
人
口
４

万
３
千
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
南
城
市
ら
し
い
自

然
・
歴
史
文
化
遺
産
・
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
市
民

の
生
活
や
都
市
活
動
の
場
を
充
実
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
「
南
城
ち
ゃ
ー
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｕ　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

創
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
市
中
央
部
に
お
け
る
先
導
的
都
市

拠
点
の
創
出
を
重
点
戦
略
の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
度
中
に
は
２
千
台
規
模
の
公
共
駐
車
場
の
一
部
供
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
３
１
号
及
び
、

主
要
県
道
を
核
と
し
た
効
率
・
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
市
全
域
の
一
体
化
を
図
る
た
め
南
城
市
道
路

網
整
備
計
画
中
間
見
直
し
（
改
訂
）
を
行
い
、
利
便
性
を
高

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

南
部
東
道
路
整
備
は
、
４
工
区
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
那
覇
空
港
自
動
車
道
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
及
び
、

つ
き
し
ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
、
県
及
び
南
風
原
町
と
連
携
し
な
が
ら
直
接
乗

り
入
れ
の
実
現
、
延
伸
区
間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、基
幹
道
路
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

交
通
環
境
改
善
や
児
童
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

津
波
古
地
区
道
路
改
良
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
国
道・県
道
の
主
要
道
路
に
か
か
る
整
備
必
要
箇
所
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
知
念
１
号
線
無
電
柱
化
、

西
江
戸
東
江
戸
線
、
運
座
新
開
線
を
事
業
化
し
、
南
風
原
田

原
線
、
西
原
南
風
原
線
、
喜
良
原
新
里
長
作
原
線
、
新
開
田

原
線
、
船
越
大
城
線
、
前
川
當
山
線
、
大
里
城
趾
連
絡
線
、

新
開
中
央
線
、
嶺
井
土
改
１
号
〜
高
俣
線
は
引
き
続
き
、
完

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
市
道
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
よ
り
本
格
運
行
へ
移
行
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通

「
お
で
か
け
な
ん
じ
ぃ
」
は
、
新
た
な
市
民
の
足
と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
、
持
続
可
能
な
効
率
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

南
部
東
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
乗
降
・

乗
継
に
係
る
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
含

め
地
域
全
体
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
に
向
け
、

バ
ス
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
東
道
路
の
整
備
を
見
据
え
、
本
市
の
地
理
的

中
心
地
に
位
置
す
る
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
付
近
か
ら
、
つ
き
し

ろ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
の
間
を
「
先
導
的
都
市
拠

点
」
と
位
置
付
け
、
新
庁
舎
及
び
大
型
駐
車
場
と
連
携
し
、

新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
中
城
湾
港
施
設
の
改
修
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
南
城
市
水
道
事
業
基
盤
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
水
の
供
給
を
行
う
た
め
各
水
道
施

設
の
再
構
築
や
新
設
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
更
新
並
び

に
水
道
施
設
の
耐
震
化
整
備
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、持
続
可
能
な
水
道
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
を
策
定
し
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
経
営
に
つ
い
て
は
、
水
質
と
、

施
設
の
管
理
強
化
を
図
り
、
公
営
企
業
経
営
の
基
本
を
踏
ま

え
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
生
活
環
境
改
善
、河
川
・

海
域
な
ど
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
整
備
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
里
北
区
域
か
ら
大
里
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
ま
で
の
区
域
を
新
た
に
大
里
地
区
と
し
て
、
南
城
市

流
域
関
連
公
共
下
水
道
に
編
入
し
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
の
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
設
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、
機
能
強
化

事
業
を
導
入
し
、
処
理
施
設
の
統
廃
合
も
見
据
え
た
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
接

続
推
進
活
動
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
を
知
ら
せ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

向
け
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
広
く
情
報
発
信
を
行
い
ご
み
問
題

へ
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
や

監
視
カ
メ
ラ
、
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
る
監
視
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
へ
の
清
掃
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
の
管

理
す
る
既
設
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
換
え
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
等
に
つ

い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
大
里
城
趾
公
園
の

供
用
を
開
始
し
、
グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
魅
力
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
景
観
特
性
に
応
じ
た
ま

ち
づ
く
り
と
、
良
好
な
景
観
保
全
・
創
出
に
努
め
る
と
と
も

に
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
定
住
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
嶺
井
団
地

を
、
沖
縄
県
及
び
、
沖
縄
県
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、
事

業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
29
度
中
に
事
業
の

採
択
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
市
営
団
地
に
つ
い

て
は
、
南
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
久
高
島
の
離
島
振
興
策
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
２

年
間
で
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支
援
事
業
に
よ
り
、
老
朽
化

し
た
船
舶
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
建
造
す
る
船
を
大
型
化

し
、
島
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
離
島
航
路
の
維
持
と
、

島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
、
久
高
島
の
更

な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
離
島
食
品
・
日

用
品
輸
送
費
等
補
助
事
業
及
び
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

に
よ
り
、
離
島
に
お
け
る
食
品
等
の
価
格
低
減
や
運
賃
割
引

に
よ
り
、
島
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
災
害
に
強
い
新

た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
庁
舎
完

成
時
期
に
あ
わ
せ
た
完
了
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
自
分
達

の
地
域
は
自
分
達
で
守
る
共
助
の
精
神
を
育
み
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
え
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
育
成
強
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
体
制
に
関
し
て
は
、
新
防
災
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動

の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
島
尻
消
防
佐
敷
出
張
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
中
に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
防
犯
及
び
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、与
那
原
警
察
署
、

与
那
原
地
区
交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
す
る
組
織
と
連
携
し
、

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
及
び
自
治
会
の
防
犯
灯
設
置
に
対
す
る
補
助
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
交
通
環
境
の
整
備
に
努
め
、

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
本
年
２
月
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
里
庁
舎
に
お
い
て
は
、
住
民

票
と
併
せ
て
取
得
す
る
こ
と
の
多
い
所
得
証
明
書
等
の
発
行

を
民
間
委
託
し
、
７
月
か
ら
は
市
民
課
窓
口
で
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、出
生・死
亡
・

引
っ
越
し
等
に
伴
う
諸
手
続
を
可
能
な
限
り
一
箇
所
で
行
う

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
の
検
討
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
人
の
和
が
支
え
る
市
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
、
市
民
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
様
々
な
市
民

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
に
お
け
る
市
民
活
動
等

の
支
援
を
行
う
拠
点
づ
く
り
、
運
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
助
成
事
業
を
継
続
実

施
し
、
広
域
部
門
、
ム
ラ
ヤ
ー
部
門
、
ハ
ー
ト
部
門
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
積
極
的
な
市
民
参
画
や
、
市

民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
に
よ
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。
更
に
そ
の
取
り
組
み
を

補
完
す
る
た
め
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市

民
大
学
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、Ｆ
Ｍ
な
ん
じ
ょ
う
の
活
用
、
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
分
か
り
や
す
い
・
読
み
や

す
い
・
受
け
取
り
や
す
い
」
広
報
を
目
指
し
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、「
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環

境
に
配
慮
し
た
機
能
的
な
庁
舎
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
集
い
、
憩
え
る
複
合
型
の
庁
舎
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
28
年

11
月
に
は
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３

月
末
の
完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
条
例
の
制
定
と
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
市
民
へ
の
周
知
と
理
解
を
図
り
、

行
政
や
、
地
域
、
及
び
各
種
団
体
等
に
お
け
る
、
意
思
決
定

の
場
へ
積
極
的
に
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

２
次
「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
施
策
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
い
、
向
こ
う
10
年

間
の
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
南
城
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
及
び
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
27
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
公
共
施

設
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
予
定
さ
れ
る
施
策
を

今
後
の
財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
施
設
の
縮
減
や
統
廃
合
に
よ

る
適
正
配
置
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
行
財
政
負
担
の
軽

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
類
似
施
設

の
統
廃
合
と
再
編
、
未
利
用
財
産
の
売
却
・
賃
貸
に
よ
る
財

源
の
確
保
と
施
設
の
集
約
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

図
る
た
め
、
集
中
的
な
人
員
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
政

策
課
題
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
執
行
体
制
を
図
る
た
め
、

企
画
部
内
に
お
い
て
情
報
政
策
、
統
計
業
務
の
所
管
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
開
発
・
向
上
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
社
会
に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
60
歳
代

前
半
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
再
任
用
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
市
民
の
心
で

世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

　
次
に
「
市
民
の
心
で
世
界
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
８
月
10
日
を
南
城
市
民
平
和
の
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
ハ
ー
ト
の
地
形
に
込
め
ら
れ
た
想
い「
愛
、

真
心
、
平
和
、
感
謝
、
思
い
や
り
」
を
南
城
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
市
民
の

一
体
感
の
醸
成
及
び
ハ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
江
村
、
渡
嘉
敷
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
３

市
村
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
、
交
流
・

研
修
等
に
よ
る
相
互
理
解
、
国
際
人
材
の
育
成
と
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
機
構
の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
を
活
用
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ス
市
と
の
人
的
交
流
・
技
術
支
援
の
取

り
組
み
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
３
年
間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

４
月
よ
り
同
市
へ
派
遣
し
て
い
る
本
市
職
員
は
現
在
、
観
光

部
署
へ
配
置
さ
れ
、
本
市
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
ビ
ク
ト

リ
ア
ス
市
の
観
光
振
興
の
支
援
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

３　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
政
策
、
施
策
を
実
行
す
る
た
め

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歳
入
の
面
に
お
い
て
は
、
市
税
は
近
年
、
増
収
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
歳
入
総
額
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
依
然

と
し
て
低
く
地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
た
財
政
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
39
億
１
千
６
百
９

２
万
８
千
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平
成
30
年
３
月
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
括
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
21
事
業
、
交
付

金
ベ
ー
ス
で
６
億
２
千
８
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

観
光
、
農
水
産
業
、
教
育
、
防
災
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

に
一
括
交
付
金
及
び
地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
を
活

用
し
、
本
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業
展
開

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、
合
併
算
定
替
え
か
ら

一
本
算
定
へ
の
段
階
的
な
縮
減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
費
等
の
義
務
的
経
費
は
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
予
算
の
編
成
に
お
い
て
は
、
第
１
次
南
城
市
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
部
に
お
け
る
施
策
の
点
検

を
行
う
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建
設
及
び
新
庁
舎
へ
の
移
転

等
に
係
る
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
庁

舎
周
辺
を
核
と
し
た
先
導
的
都
市
拠
点
整
備
等
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
旺
盛
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
に
取
り
組
み
、
市
民
が
将
来

に
明
る
い
展
望
が
持
て
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
予
算
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

む
す
び
に

　
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
た
施
策
の
取
り
組
み
を
行
政
の
み
で

遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
問
題
や

課
題
を
共
有
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
日
本
一
元

気
で
魅
力
あ
る
南
城
市
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
行
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
、
所
信
の
一
端
を

申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
２
日

南
城
市
長　
古　
謝　
景　
春

一般会計

２５,３３６,０００千円

特別会計

８,６０９,３１０千円

企業会計

１,２４４,３２４千円

総　　計

３５,１８９,６３４千円
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南城市庁舎等複合施設新築工事 安全祈願祭

施設整備課（玉城庁舎） ☎918-0014お問合せ

新庁舎の完成予想図安全祈願祭の様子

南城市庁舎等複合施設新築工事の安全祈願祭が、ユインチホテル南城向かいの建
設予定地で開かれました。新庁舎は鉄筋コンクリート造の4階建てで、市役所の各部
署のほか、保健センター、市民開放スペース、レストラン・コンビニなども入り、災害時
には防災拠点としての機能も兼ね備えます。2018年1月に完成予定で、同年3月26日
に利用開始を目指します。

人材育成のために寄付 紙芝居を寄贈 母校へ寄付

株式会社沖縄科学AVセン
ターの代表取締役の前川和夫
さんらが市役所を訪れ、会社創
立60周年を記念した地域貢献
の一環として南城市へ50万円
を寄贈しました。

昨年12月に開催された第2
回こらくりアーツ展覧会in安座
真で、県立芸大生が安座真区
の伝承を基に考案した紙芝居
『大神宮物語』が、安座真区へ
寄贈されました。

大型紙芝居を制作 市明推協が全国表彰 大城さんがW受賞

子ども達の登下校時の交通安全始
動や赤十字奉仕活動を長年続けてこ
られた大城ミヨさん（写真中央）が
『平成28年南部振興会被表彰者』と、
『日本赤十字社 金色有功章』を受賞
しました。

投票の啓発活動や小学校での模
擬選挙などが評価され、南城市明る
い選挙推進協議会（会長・運天貴也）
が、平成28年度の明るい選挙推進
優良活動表彰団体として表彰されま
した。

うんてん    たかや

平成30年に70周年を迎える
知念中学校のために、同校を卒
業した24期生の同期会（会長・
照喜名智）の皆さまが、還暦記
念に開催した同期会の余剰金
を母校へ寄付しました。

てる   き   な さとし

船越小学校で読み聞かせボラン
ティアをしている「お話しポケット」
（代表・根間かほり）が株式会社伊藤
忠商事の助成をうけて「湧上聾人」
の大型紙芝居を制作しました。紙芝
居は貸し出しもできるそうです。

わく がみ  ろう にん

南城市のできごとを日々更新♪
なんじょう日記・市長の部屋 ホームページとスマホでチェック♪

なんじょう日記 ようこそ市長の部屋南城市公式ホームページ http://www.city.nanjo.okinawa.jp/

市内小学生80名がガンガラーの谷でサンゴの植付
けを体験しました。ガンガラーの谷を運営する（株）南
都が、風化サンゴを利用した「35リキュール」を発売し
ていることから、同社の社会貢献の一環で行われまし
た。子どもたちは台座にサンゴを括り付けて海水に戻
す行程を体験。海の小さな生命に親しみました。

サンゴの植付けを体験

マイナンバーカードを利用して南城市の住民票の写
しや印鑑登録証明書などを全国のコンビニで取得でき
るサービスが開始されました。窓口交付と比べて1通あ
たり100円安く（一部証明書を除く）、利用時間も朝6
時30分から夜11時まで、土日祝日も利用可能で利便
性が向上。古謝市長もさっそくコンビニ店内でご自身の
住民票の写しを取得しました。

証明書コンビニ交付
サービスがスタート

市では、地震や津波など観光危機発生時の対応等を
まとめた『南城市観光危機管理計画』を県内市町村で
初めて策定しました。3月2日には市、観光関連団体及
び事業者が協力・連携して津波避難訓練を行い、被災
した観光客対応の実施力の向上を図りました。

2 22
水曜日

3 5
日曜日

3 2
木曜日

県内市町村で初となる
『観光危機管理計画』を策定

3 3
金曜日

つきしろ公民館で
市内初の犬の適正飼養講習会

沖縄県動物愛護管理センターの獣医師を招いての
犬の適正飼養講習会がつきしろ公民館で開かれ、参加
者は散歩時のフンの簡単な処理方法や無駄吠えの改
善方法などを学びました。つきしろ自治会では飼い主も
参加できる地域イベントを企画していくなど、ペットに
も人にも優しいまちづくりへ進みだします。
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南城市庁舎等複合施設新築工事 安全祈願祭

施設整備課（玉城庁舎） ☎918-0014お問合せ
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設予定地で開かれました。新庁舎は鉄筋コンクリート造の4階建てで、市役所の各部
署のほか、保健センター、市民開放スペース、レストラン・コンビニなども入り、災害時
には防災拠点としての機能も兼ね備えます。2018年1月に完成予定で、同年3月26日
に利用開始を目指します。

人材育成のために寄付 紙芝居を寄贈 母校へ寄付
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照喜名智）の皆さまが、還暦記
念に開催した同期会の余剰金
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けを体験しました。ガンガラーの谷を運営する（株）南
都が、風化サンゴを利用した「35リキュール」を発売し
ていることから、同社の社会貢献の一環で行われまし
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サンゴの植付けを体験

マイナンバーカードを利用して南城市の住民票の写
しや印鑑登録証明書などを全国のコンビニで取得でき
るサービスが開始されました。窓口交付と比べて1通あ
たり100円安く（一部証明書を除く）、利用時間も朝6
時30分から夜11時まで、土日祝日も利用可能で利便
性が向上。古謝市長もさっそくコンビニ店内でご自身の
住民票の写しを取得しました。

証明書コンビニ交付
サービスがスタート

市では、地震や津波など観光危機発生時の対応等を
まとめた『南城市観光危機管理計画』を県内市町村で
初めて策定しました。3月2日には市、観光関連団体及
び事業者が協力・連携して津波避難訓練を行い、被災
した観光客対応の実施力の向上を図りました。
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市内初の犬の適正飼養講習会

沖縄県動物愛護管理センターの獣医師を招いての
犬の適正飼養講習会がつきしろ公民館で開かれ、参加
者は散歩時のフンの簡単な処理方法や無駄吠えの改
善方法などを学びました。つきしろ自治会では飼い主も
参加できる地域イベントを企画していくなど、ペットに
も人にも優しいまちづくりへ進みだします。
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南城市国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961／浦添年金事務所 ☎877-0343お問合せ

都市建設課（玉城庁舎） ☎948-2141お問合せ

社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8996お問合せ

平成 29 年 2 月１日付けで、厚生労働大臣から3 名の新任民生委員・児童員委員に委嘱状が交付され
ました。現在、市では84名が民生委員・児童員委員として地域福祉関連の相談を受けています。生活に困っ
ている方や高齢者、障がい者、子育て中の方などの生活上の悩みごとがあれば、各地域の民生委員・児
童委員に気軽にご相談ください。民生委員には守秘義務が課せられていますので、相談内容や個人情報は
守られますので、安心してご相談ください。

　国民年金第1号被保険者のうち、現金（納付書）で納付されている方に、日本年金機構から平成29年度
分（H29.4月～H30.3月）の納付書が送られます。（注：保険料の一部が免除されている方は、4月～6月分ま
での納付書。）保険料の納め忘れがあると、将来の老齢基礎年金が少なくなるほか、万一の事故や病気で障
害が残ったときの障害基礎年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族基礎年金が受けられない場合が
あります。納付が困難な場合は、免除や猶予制度がありますので、ご相談ください。
また、受給額を増やすための付加保険料や、保険料が割引になる前納制度（H29年度より、納付書による2
年前納も可能）もありますので、ご検討ください。

平成 29 年度市営住宅空家待ち入居者募集を下記のとおり行います。入居を希望される方は市役所都
市建設課 ( 玉城庁舎 2 階 ) 及び市役所各庁舎市民課窓口に備え付けの市営住宅入居申込書に必要事項
を記入し、都市建設課へ提出してください。申込書の仮審査の後、合格者に抽選会の案内を通知します。

●定額保険料（月額）16,490円　●付加保険料（月額）400円
●納付期限：納付対象月の翌月末日
●納付方法：窓口納付（金融機関、郵便局、コンビニなど）、口座振替、クレジットカード納付など

佐敷地区・主任児童委員　
与那嶺 明

知念地区・主任児童委員
運天 米子

親慶原民生委員・児童員
宮平　忠

ご確認ください!!

【募集団地】市営百名団地（玉城字百名626～647-3）　市営ワンヂン原団地（知念字久手堅754-2～819-3）
　　　　　市営久高団地（知念字久高103-1）
【申込期間及び抽選会日程】 申込期間 4月3日（月）～4月28日（金）　抽選会日程（予定） 5月31日(水)

【空家入居候補者（有効期限）】空家待ち順位決定後から次回空家待ち順位決定の日まで
　　　　　　　　　　　　　（おおむね、平成30年5月末ごろ）

【空家状況】平成29年3月1日 現在0戸

よ な み ね あきら うんてん よねこ みやひら ただし

健康増進課（大里庁舎） ☎946-8987お問合せ

受診については、年齢や加入保険（保険証）で違いがあります。
また、受診方法は下記日程で実施する「集団健診」と健診機関で実施する「個別健診」があります。都合の
良い方法で受診して下さい。

集団健診日程
◎下記の日程をご確認の上、受診券と保険証を持参して会場へお越し下さい。
◎受付時間：午前8時30分～午前11時00分 予約不要
　【対象者】南城市在住の 20歳～75歳未満の方
　※社会保険等加入の被扶養者で40歳以上は受診券と保険証必須 

私は治療しているから、
特定健診は受けなくて
いいよね～

病院で治療中の方は？

厚生労働省

このような方法もあります。
結
果

わずらわしい方は・・・

②特定健診を受ける
　無料♪

①病院での血液検査
　結果を提供する方法
※但し、必須項目すべて検査
していることが条件

健診受診（または結果を提供）
していただきありがとうござ
います！
結果は受診率・保健指導等
に活用させて頂きます。

2

11

23

28

18

28

4

11

20

3

6

29

14

24

26

11

15

20

19

26

5

6

7

8

9

10

11

大里）総合保健福祉センター

知念）社会福祉センター

玉城）中央公民館

佐敷）老人福祉センター

大里）総合保健福祉センター

佐敷）老人福祉センター

久高）離島振興総合センター

大里）総合保健福祉センター

玉城）中央公民館

佐敷）老人福祉センター

大里）総合保健福祉センター

知念）社会福祉センター

大里）総合保健福祉センター

玉城）中央公民館
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大里）総合保健福祉センター
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佐敷）老人福祉センター
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対
象
者
で
あ
れ
ば
ど
の
地
区
で
も
受
診
可
能
で
す
。都
合
の
良
い
日
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

※当日は、尿検査があります。お手洗いのタイミングにご注意下さい。
　また、飲食した場合でも胃がん検診を除く検査は実施可能です。
※集団健診では、胃がん検診はバリウム検査のみです。胃カメラ検査は実施しておりません。
※常用薬がある方は、健診前にかかりつけ医に相談し、その指示に従って下さい。

◆◇ 特定健康診査（無料） ◇◆

○胃がん検診
　バリウム検査…1,000円
○肺がん検診
　胸部レントゲン…200円
　喀痰検査…700円
○大腸がん検査
　便潜血反応検査2日法…500円

★☆ がん検診（自己負担額） ☆★

○心電図検査…500円
○眼底検査…300円
○貧血検査…300円
○前立腺がん検査…2,060円

■□ 追加検査（希望者） □■

『検査内容』
身体計測、血圧、腹囲測定、
尿検査（糖･蛋白･潜血）
〈血液検査〉
肝機能検査（GOT･GPT､γ-GTP）
脂質検査（HDL･LDL･中性脂肪）
総コレステロール検査
腎機能検査（クレアチニン･尿酸）
血糖検査（血糖値･HbA1c）
※心電図検査
（40歳以上国保加入者のみ）
〈医師による診察〉
詳細健診（医師の判断による追加項目）
貧血検査･心電図検査･眼底検査

健診費用
約6千円分
が無料♪

月 日 健診会場 検査項目・料金等曜
日

国保加入の40歳以上の方へ!!
健診を再度受診することに抵抗がある場合、職場
健診･通院中の検査結果がその代わりとなります。
結果の提供にご協力お願いします。

前年度市民税非課税世帯･生活保護受
給者及び年度末年齢70歳以上の方は
がん検診において料金免除となります。
（集団健診のみ）
※追加検査は料金が発生します。

法律上…
治療している方も特定
健診を受けなくては
いけません！
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南城市国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961／浦添年金事務所 ☎877-0343お問合せ

都市建設課（玉城庁舎） ☎948-2141お問合せ

社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8996お問合せ

平成 29 年 2 月１日付けで、厚生労働大臣から3 名の新任民生委員・児童員委員に委嘱状が交付され
ました。現在、市では84名が民生委員・児童員委員として地域福祉関連の相談を受けています。生活に困っ
ている方や高齢者、障がい者、子育て中の方などの生活上の悩みごとがあれば、各地域の民生委員・児
童委員に気軽にご相談ください。民生委員には守秘義務が課せられていますので、相談内容や個人情報は
守られますので、安心してご相談ください。

　国民年金第1号被保険者のうち、現金（納付書）で納付されている方に、日本年金機構から平成29年度
分（H29.4月～H30.3月）の納付書が送られます。（注：保険料の一部が免除されている方は、4月～6月分ま
での納付書。）保険料の納め忘れがあると、将来の老齢基礎年金が少なくなるほか、万一の事故や病気で障
害が残ったときの障害基礎年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族基礎年金が受けられない場合が
あります。納付が困難な場合は、免除や猶予制度がありますので、ご相談ください。
また、受給額を増やすための付加保険料や、保険料が割引になる前納制度（H29年度より、納付書による2
年前納も可能）もありますので、ご検討ください。

平成 29 年度市営住宅空家待ち入居者募集を下記のとおり行います。入居を希望される方は市役所都
市建設課 ( 玉城庁舎 2 階 ) 及び市役所各庁舎市民課窓口に備え付けの市営住宅入居申込書に必要事項
を記入し、都市建設課へ提出してください。申込書の仮審査の後、合格者に抽選会の案内を通知します。

●定額保険料（月額）16,490円　●付加保険料（月額）400円
●納付期限：納付対象月の翌月末日
●納付方法：窓口納付（金融機関、郵便局、コンビニなど）、口座振替、クレジットカード納付など

佐敷地区・主任児童委員　
与那嶺 明

知念地区・主任児童委員
運天 米子

親慶原民生委員・児童員
宮平　忠

ご確認ください!!

【募集団地】市営百名団地（玉城字百名626～647-3）　市営ワンヂン原団地（知念字久手堅754-2～819-3）
　　　　　市営久高団地（知念字久高103-1）
【申込期間及び抽選会日程】 申込期間 4月3日（月）～4月28日（金）　抽選会日程（予定） 5月31日(水)

【空家入居候補者（有効期限）】空家待ち順位決定後から次回空家待ち順位決定の日まで
　　　　　　　　　　　　　（おおむね、平成30年5月末ごろ）

【空家状況】平成29年3月1日 現在0戸

よ な み ね あきら うんてん よねこ みやひら ただし

健康増進課（大里庁舎） ☎946-8987お問合せ

受診については、年齢や加入保険（保険証）で違いがあります。
また、受診方法は下記日程で実施する「集団健診」と健診機関で実施する「個別健診」があります。都合の
良い方法で受診して下さい。

集団健診日程
◎下記の日程をご確認の上、受診券と保険証を持参して会場へお越し下さい。
◎受付時間：午前8時30分～午前11時00分 予約不要
　【対象者】南城市在住の 20歳～75歳未満の方
　※社会保険等加入の被扶養者で40歳以上は受診券と保険証必須 

私は治療しているから、
特定健診は受けなくて
いいよね～

病院で治療中の方は？

厚生労働省

このような方法もあります。
結
果

わずらわしい方は・・・

②特定健診を受ける
　無料♪

①病院での血液検査
　結果を提供する方法
※但し、必須項目すべて検査
していることが条件

健診受診（または結果を提供）
していただきありがとうござ
います！
結果は受診率・保健指導等
に活用させて頂きます。
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※当日は、尿検査があります。お手洗いのタイミングにご注意下さい。
　また、飲食した場合でも胃がん検診を除く検査は実施可能です。
※集団健診では、胃がん検診はバリウム検査のみです。胃カメラ検査は実施しておりません。
※常用薬がある方は、健診前にかかりつけ医に相談し、その指示に従って下さい。

◆◇ 特定健康診査（無料） ◇◆

○胃がん検診
　バリウム検査…1,000円
○肺がん検診
　胸部レントゲン…200円
　喀痰検査…700円
○大腸がん検査
　便潜血反応検査2日法…500円

★☆ がん検診（自己負担額） ☆★

○心電図検査…500円
○眼底検査…300円
○貧血検査…300円
○前立腺がん検査…2,060円

■□ 追加検査（希望者） □■

『検査内容』
身体計測、血圧、腹囲測定、
尿検査（糖･蛋白･潜血）
〈血液検査〉
肝機能検査（GOT･GPT､γ-GTP）
脂質検査（HDL･LDL･中性脂肪）
総コレステロール検査
腎機能検査（クレアチニン･尿酸）
血糖検査（血糖値･HbA1c）
※心電図検査
（40歳以上国保加入者のみ）
〈医師による診察〉
詳細健診（医師の判断による追加項目）
貧血検査･心電図検査･眼底検査

健診費用
約6千円分
が無料♪

月 日 健診会場 検査項目・料金等曜
日

国保加入の40歳以上の方へ!!
健診を再度受診することに抵抗がある場合、職場
健診･通院中の検査結果がその代わりとなります。
結果の提供にご協力お願いします。

前年度市民税非課税世帯･生活保護受
給者及び年度末年齢70歳以上の方は
がん検診において料金免除となります。
（集団健診のみ）
※追加検査は料金が発生します。

法律上…
治療している方も特定
健診を受けなくては
いけません！
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ボランティアが支えています
大会コースの沿線や歩道の花々は、地域の

ボランティアにより植えられました。色鮮やか
な花々が参加者を応援しました。

ご協力お礼
『2017おきなわECOスピリットライド＆ウォークin 南城市大会』は成功裏に終
えることができました。参加者の皆さま、ボランティア、大会関係者をはじめ、多くの
方々のご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

2017 おきなわECOスピリット2017 おきなわECOスピリット
ライド＆ウォークin南城市ライド＆ウォークin南城市

風雨に負けず南城路を満喫風雨に負けず南城路を満喫

　2月26日、サイクリングとウォーキングで南
城の自然・文化・歴史を楽しむ『2017 おきな
わECOスピリットライド＆ウォークin南城市』
が開催されました。今年の大会にはライド（自
転車）、ウォーク、ノルディックの3部門8コース
に1262人が参加。あいにくの雨天となりまし
たが、記録や順位を競わず、参加者は思い思い
のペースで南城路を楽しみました。

N A N J O C I T Y

つきしろ自治会つきしろ自治会

※犬の登録は生涯に一度だけです。まだ、登録を済まされてない方は登録手数料が必要です。
※飼い犬の変更や飼い犬が死亡した場合、市役所生活環境課までご連絡をお願いします。

生活環境課（大里庁舎2階） ☎946-8981お問合せ

狂犬病は犬だけの病気ではありません! 人にも感染し、発症した場合はほぼ100％死に至るとても怖い病気です。犬の飼
い主は狂犬病予防法にて生後３カ月以上の犬に一生涯一度の登録と、年一度の狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。犬
を飼っている方は必ず狂犬病予防注射を受けさせましょう。
南城市では下記のとおり実施しますが、お住まいの区域と別日・別所でも注射を受けることができます。

☆各区集合注射の日程（場所は各字公民館等で行います。）

☆下記の動物病院でも狂犬病予防注射、済票交付及び登録等の手続を行うことができます!!

5月13日（土曜日）
予防注射時間
9:00～9:30
9:40～10:10
10:20～10:50
11:00～11:20
11:30～11:50
13:10～13:40
13:50～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30

9:00～10:00
10:10～11:00
11:10～11:50
13:10～13:30
13:40～14:00
14:10～14:30
14:40～15:00
15:10～15:30
15:40～16:00

予防注射時間 実施場所
島　袋
福　原
当　間
仲　程
大里団地
銭　又
平　川
高宮城

ニュータウン

実施場所
船　越
前　川
愛　地
西　原
南風原
平　良
古　堅
嶺井団地
嶺　井

4月22日（土曜日）
予防注射時間
9:00～9:20
9:30～10:30
10:40～11:10
11:20～11:50
13:10～13:40
13:50～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30
15:40～16:00

9:10～9:30
9:40～10:30
10:40～11:50
13:10～13:40
13:50～14:20
14:30～15:05
15:15～15:35
15:45～16:00

予防注射時間 実施場所
中　山
奥　武
志堅原
堀　川
富　里
當　山
屋嘉部
糸　数
喜良原

実施場所
山　里
志喜屋
親慶原
垣　花
仲村渠
百　名
新　原
玉　城

動物病院名
ほんだ動物病院
ひろみ動物クリニック
さくらペットクリニック
くどう動物病院
赤瓦動物病院
ピュアペットクリニック
ヒマワリ動物病院
こにし動物病院
風の動物病院
南の往診獣医さん※往診専門獣医

住　　所
与那原町字与那原3062
与那原町字与那原3587
南風原町与那覇507-1
南風原町字兼城587-2
八重瀬町字屋宜原186
那覇市繁多川4-22-1
那覇市牧志1-19-13
那覇市赤嶺2-1-7
豊見城市宜保401
南風原町津嘉山1640-2

連　絡　先

5月27日（土曜日）
予防注射時間
9:10～9:30
9:40～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20
11:30～12:00
13:10～13:50
14:00～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30

9:00～10:00
10:10～11:10
11:20～11:50
13:10～14:10
14:20～14:50
15:00～15:30

予防注射時間 実施場所
具志堅
知　念
吉　富
久手堅
安座真
知　名
海　野
久　原
仲伊保

実施場所
つきしろ
新　里
小　谷
新　開
兼　久
冨祖崎

5月20日（土曜日）
予防注射時間
9:00～10:30
10:45～11:15
11:25～11:50
13:10～14:00
14:10～15:00
15:10～15:30

098-944-2427
098-946-9311
098-888-1525
098-888-3514
098-998-1006
098-884-8161
098-869-1645
098-859-5240
098-987-1666
098-987-1413

9:00～9:40
9:50～10:20
10:30～10:50
11:00～11:50
13:10～13:40
13:50～14:10
14:20～15:50

予防注射時間 実施場所
津波古
屋比久
外　間
佐　敷
手登根
伊　原

実施場所
大　城
目取真
湧稲国
稲　嶺
真境名
稲　福

グリーンタウン

金　額手数料等の種類
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

2,650円
550円

3,200円

継続注射手数料

犬の鑑札再交付手数料 1,600円 注射済票再交付手数料 340円
再交付手数料

金　額手数料等の種類
登録手数料
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

3,000円
2,650円
550円

6,200円

新規登録の手数料及び注射手数料

※狂犬病予防注射の料金については各病院によって異なる場合があります。
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南風原町津嘉山1640-2

連　絡　先

5月27日（土曜日）
予防注射時間
9:10～9:30
9:40～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20
11:30～12:00
13:10～13:50
14:00～14:20
14:30～14:50
15:00～15:30

9:00～10:00
10:10～11:10
11:20～11:50
13:10～14:10
14:20～14:50
15:00～15:30

予防注射時間 実施場所
具志堅
知　念
吉　富
久手堅
安座真
知　名
海　野
久　原
仲伊保

実施場所
つきしろ
新　里
小　谷
新　開
兼　久
冨祖崎

5月20日（土曜日）
予防注射時間
9:00～10:30
10:45～11:15
11:25～11:50
13:10～14:00
14:10～15:00
15:10～15:30

098-944-2427
098-946-9311
098-888-1525
098-888-3514
098-998-1006
098-884-8161
098-869-1645
098-859-5240
098-987-1666
098-987-1413

9:00～9:40
9:50～10:20
10:30～10:50
11:00～11:50
13:10～13:40
13:50～14:10
14:20～15:50

予防注射時間 実施場所
津波古
屋比久
外　間
佐　敷
手登根
伊　原

実施場所
大　城
目取真
湧稲国
稲　嶺
真境名
稲　福

グリーンタウン

金　額手数料等の種類
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

2,650円
550円

3,200円

継続注射手数料

犬の鑑札再交付手数料 1,600円 注射済票再交付手数料 340円
再交付手数料

金　額手数料等の種類
登録手数料
狂犬病予防注射料金
注射済票交付手数料
合計

3,000円
2,650円
550円

6,200円

新規登録の手数料及び注射手数料

※狂犬病予防注射の料金については各病院によって異なる場合があります。
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　2月26日、サイクリングとウォーキングで南
城の自然・文化・歴史を楽しむ『2017 おきな

転車）、ウォーク、ノルディックの3部門8コース転車）、ウォーク、ノルディックの3部門8コース
に1262人が参加。あいにくの雨天となりまし
たが、記録や順位を競わず、参加者は思い思い
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保育所の民営化

問 児童家庭課（大里庁舎） ☎946-8995

みどり保育所の移管先が内定しました

平成29年10月1日から民営化するみどり保育所の
移管先について南城市立保育所民営化選考委員会で
審査を行い、このほど選考結果を委員長より市長に報
告がありましました。その結果、下記の事業者に移管
することが内定しました。

【移管法人名】愛護福祉会
【移管保育園名】(仮称）第二愛護保育園

試験のお知らせ

問・願書提出先 消防試験研究センター沖縄支部
（自治会館6階） ☎941-5201

危険物取扱者試験

対象の方はご確認を！

問 社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8991

臨時福祉給付金（経済対策分）が
支給されます

※受給できる可能性のある方（世帯）に対しては、申請書を郵
送します。必要事項を記入・押印の上、必要書類を添えて
郵送又は窓口にて申請してください。

受給されている皆
さまへ

問 児童家庭課（大里庁舎） ☎946-8995

平成29年４月分から、下記のとおり手当の額が変更となります。

国際交流のチャン
ス！

問 生涯学習課（大里庁舎） ☎948-1030

中学生中国国際交流派遣学生募集
市教育委員会では、夏休みを利用した７日間、中国の歴史・
文化を学ぶとともに現地中学生との交流参加者を募集します。

平成26年4月の消費税引き上げによる家計への負担
を減らすため臨時福祉給付金が支給されます。

【対象者】平成28年1月1日おいて南城市に住民登録の
　　　　ある方で、平成28年度の市民税（均等割）が課
　　　　税されていない方（但し、課税者に扶養されて
　　　　いる場合及び生活保護者を除く）　
【給付額】対象者1人につき15,000円
【申請期間】平成29年4月12日（水）～平成29年8月14日（月）

【試験日】6月4日（日）
【試験の種類】甲種、乙種（第1類～第6類）、丙種
【試験会場】北部農林高校、琉球大学、南部農林高校、
　　　　　宮古工業高校、八重山農林高校

◆願書受付期間　4月14日（金）～4月21日（金）
◆願書配布先　各消防本部予防課、沖縄県宮古事務所
　　　　　　　総務課、沖縄県八重山事務総務課、
　　　　　　　（一財）消防試験研究センター

※ホームページから電子申請できます。

【募集期間】5月1日（月）～5月26日（金）
【募集人員】中学生12名以内
【応募資格】市内在住の中学生
　　　　　（平成29年5月1日以降も引き続き在住する方）
【応募方法】市内中学校及び生涯学習課（大里庁舎３階）
　　　　　 にて配布する募集要項または市ホームページ
　　　　　をご覧下さい。
【生徒・保護者説明会】5月16日（火）19時～　
　　　　　　　　　  大里庁舎3階 市民ギャラリー

ホームページ http://www.shoubo-shiken.or.jp

児童扶養手当・特別児童扶養手当の金額変更のお知らせ

【児童扶養手当月額】

【第２子加算額】

【第３子以降加算額】

【特別児童扶養手当月額】　

全部支給
一部支給
全部支給
一部支給
全部支給
一部支給

1級
2級

（前年度比40円減）
（前年度比40円～10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比50円減）
（前年度比30円減）

42,290円
42,280円～9,980円

9,990円
9,980円～5,000円

5,990円
5,980円～3,000円

51,450円
34,270円

【応募資格】20歳以上で、税務・警察・選挙に直接関係のない方及び、秘密の保持（個人情報の保護）が出来る方
【仕事内容】調査事務説明会に出席 →『調査票の配布』→『回収』→『点検・整理』→『提出』まで、責任を持って履行できる方!!
【 報 　酬 】調査終了後、国の基準に基づき、調査内容や件数に応じて約2万円～5万円程度が 支給されます。
【平成29年度に実施予定の調査】工業統計調査、就業構造統計調査、住宅・土地統計調査
　　　　　　　　　　　　　　　　※詳細は、下記へお問い合わせください。
【申込み方法】随時、募集しています!! 「南城市統計調査員登録申込書」に必要事項をご記入のうえ、政策調整課（玉城庁舎

１階）の窓口で、直接お申し込みください。
※登録申込書は、玉城庁舎の政策調整課窓口でも配布しています。また、市ホームページからもダウンロード
　できます。
※身分証明書（運転免許証など）を、必ず持参してください。なお、登録されても基幹統計調査の諸条件等に
　より、統計調査員に任命されない場合もありますので、予めご了承ください。

『統計調査員』を募集しています！

三輪

四
輪
以
上

乗用
（5or7ナンバー）

貨物用
（4or6ナンバー）

4,600

12,900

8,200

6,000

4,500

自家用

営業用※※

自家用

営業用※※

車種区分 重課税率（円）

やりがいのある仕
事です！

問 まちづくり推進課（玉城庁舎） ☎948-7110

税のお知らせ

問 税務課（大里庁舎） ☎948-7124

軽自動車税の納付・減免について

お忘れなく！

問 税務課（大里庁舎） ☎948-7124
那覇税務署 ☎867-3101

住民税申告受付再開のお知らせ

※3月16日から5月2日までは書類整理期間となっておりま
　すので、住民税申告の受付はできません。
※3月16日以降の確定申告は那覇税務署での受付となります。

適正価格を確認

問 税務課 資産税係（大里庁舎） ☎948-7124

土地･家屋価格等縦覧帳簿の縦覧のお知らせ

【期間】4月1日から5月1日
（土日祝祭日を除く8時半～12時、13時～17時15分）
【場所】大里庁舎　税務課
【対象者（縦覧できる方）】
固定資産税の納税者又はその代理人（代理人の場合
は委任状が必要）、 納税者と同居の親族、納税管理人
などです。
【持参するもの】納税通知書または納税者本人であるこ
とが確認できる身分証明書（運転免許証等）
【手数料】無料　【その他】縦覧帳簿のコピーはできません。

～軽自動車豆知識～

初度検査※後13年を経過した車両は重課税の税率が適
用されます! （表1）
平成29年度の対象車両は、初度検査年が平成15年以前です。
※初度検査・・・新車購入時に最初にナンバーを取得するための検
　査。初度検査年月は、自動車検査証に記載されています。

※※営業用とは、貨物軽自動車運送事業を行っている車両です（黒ナンバー）

表1

市では、国が実施する基幹統計調査を行う際の、統計調査員を募集しています。応募された方は、市の登録調査員として
登録名簿に登載され、基幹統計調査実施の際には調査対象地区・住所等を考慮のうえ、調査員をお願いしています。

2月15日から3月15日まで行われた住民税申告に
ついて、期間中に申告することができなかった方は、
5月8日（月）より住民税申告の受付を再開いたします。
申告がされていない場合、各種証明書発行や各種
行政手続き等に影響が及ぶことがありますのでご注意
ください。

　5月は軽自動車税の納付月・減免の受付期間です。
納付書は5月上旬に発送予定です。減免に関しての必要
書類など、詳しくは市ホームページにてご確認ください。

【問】税務課（大里庁舎）☎948-7124

平成29年度「固定資産税第1期」の納付について

※口座振替の方は残高の確認をお願いします。尚、振替日は4月20日（木）です。

　　　　　　　　　　　　   4月は固定資産税第1期の納付月となっております。納め
忘れのないよう早めの納付をお願いします。
【納期限】平成29年5月1日（月）

19 18広報なんじょう No136 2017.4.5 広報なんじょう No136 2017.4.5



お知
らせ

なん
♥

なんじぃマーチ♪ なんじぃ なんじぃ いつもげん
きさ なん

じぃ なんじぃ うちなー だいすき みんな だいすき

保育所の民営化

問 児童家庭課（大里庁舎） ☎946-8995

みどり保育所の移管先が内定しました

平成29年10月1日から民営化するみどり保育所の
移管先について南城市立保育所民営化選考委員会で
審査を行い、このほど選考結果を委員長より市長に報
告がありましました。その結果、下記の事業者に移管
することが内定しました。

【移管法人名】愛護福祉会
【移管保育園名】(仮称）第二愛護保育園

試験のお知らせ

問・願書提出先 消防試験研究センター沖縄支部
（自治会館6階） ☎941-5201

危険物取扱者試験

対象の方はご確認を！

問 社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8991

臨時福祉給付金（経済対策分）が
支給されます

※受給できる可能性のある方（世帯）に対しては、申請書を郵
送します。必要事項を記入・押印の上、必要書類を添えて
郵送又は窓口にて申請してください。

受給されている皆
さまへ

問 児童家庭課（大里庁舎） ☎946-8995

平成29年４月分から、下記のとおり手当の額が変更となります。

国際交流のチャン
ス！

問 生涯学習課（大里庁舎） ☎948-1030

中学生中国国際交流派遣学生募集
市教育委員会では、夏休みを利用した７日間、中国の歴史・
文化を学ぶとともに現地中学生との交流参加者を募集します。

平成26年4月の消費税引き上げによる家計への負担
を減らすため臨時福祉給付金が支給されます。

【対象者】平成28年1月1日おいて南城市に住民登録の
　　　　ある方で、平成28年度の市民税（均等割）が課
　　　　税されていない方（但し、課税者に扶養されて
　　　　いる場合及び生活保護者を除く）　
【給付額】対象者1人につき15,000円
【申請期間】平成29年4月12日（水）～平成29年8月14日（月）

【試験日】6月4日（日）
【試験の種類】甲種、乙種（第1類～第6類）、丙種
【試験会場】北部農林高校、琉球大学、南部農林高校、
　　　　　宮古工業高校、八重山農林高校

◆願書受付期間　4月14日（金）～4月21日（金）
◆願書配布先　各消防本部予防課、沖縄県宮古事務所
　　　　　　　総務課、沖縄県八重山事務総務課、
　　　　　　　（一財）消防試験研究センター

※ホームページから電子申請できます。

【募集期間】5月1日（月）～5月26日（金）
【募集人員】中学生12名以内
【応募資格】市内在住の中学生
　　　　　（平成29年5月1日以降も引き続き在住する方）
【応募方法】市内中学校及び生涯学習課（大里庁舎３階）
　　　　　 にて配布する募集要項または市ホームページ
　　　　　をご覧下さい。
【生徒・保護者説明会】5月16日（火）19時～　
　　　　　　　　　  大里庁舎3階 市民ギャラリー

ホームページ http://www.shoubo-shiken.or.jp

児童扶養手当・特別児童扶養手当の金額変更のお知らせ

【児童扶養手当月額】

【第２子加算額】

【第３子以降加算額】

【特別児童扶養手当月額】　

全部支給
一部支給
全部支給
一部支給
全部支給
一部支給

1級
2級

（前年度比40円減）
（前年度比40円～10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比10円減）
（前年度比50円減）
（前年度比30円減）

42,290円
42,280円～9,980円

9,990円
9,980円～5,000円

5,990円
5,980円～3,000円

51,450円
34,270円

【応募資格】20歳以上で、税務・警察・選挙に直接関係のない方及び、秘密の保持（個人情報の保護）が出来る方
【仕事内容】調査事務説明会に出席 →『調査票の配布』→『回収』→『点検・整理』→『提出』まで、責任を持って履行できる方!!
【 報 　酬 】調査終了後、国の基準に基づき、調査内容や件数に応じて約2万円～5万円程度が 支給されます。
【平成29年度に実施予定の調査】工業統計調査、就業構造統計調査、住宅・土地統計調査
　　　　　　　　　　　　　　　　※詳細は、下記へお問い合わせください。
【申込み方法】随時、募集しています!! 「南城市統計調査員登録申込書」に必要事項をご記入のうえ、政策調整課（玉城庁舎

１階）の窓口で、直接お申し込みください。
※登録申込書は、玉城庁舎の政策調整課窓口でも配布しています。また、市ホームページからもダウンロード
　できます。
※身分証明書（運転免許証など）を、必ず持参してください。なお、登録されても基幹統計調査の諸条件等に
　より、統計調査員に任命されない場合もありますので、予めご了承ください。

『統計調査員』を募集しています！

三輪
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乗用
（5or7ナンバー）

貨物用
（4or6ナンバー）

4,600

12,900

8,200

6,000

4,500

自家用

営業用※※

自家用

営業用※※

車種区分 重課税率（円）

やりがいのある仕
事です！

問 まちづくり推進課（玉城庁舎） ☎948-7110

税のお知らせ

問 税務課（大里庁舎） ☎948-7124

軽自動車税の納付・減免について

お忘れなく！

問 税務課（大里庁舎） ☎948-7124
那覇税務署 ☎867-3101

住民税申告受付再開のお知らせ

※3月16日から5月2日までは書類整理期間となっておりま
　すので、住民税申告の受付はできません。
※3月16日以降の確定申告は那覇税務署での受付となります。

適正価格を確認

問 税務課 資産税係（大里庁舎） ☎948-7124

土地･家屋価格等縦覧帳簿の縦覧のお知らせ

【期間】4月1日から5月1日
（土日祝祭日を除く8時半～12時、13時～17時15分）
【場所】大里庁舎　税務課
【対象者（縦覧できる方）】
固定資産税の納税者又はその代理人（代理人の場合
は委任状が必要）、 納税者と同居の親族、納税管理人
などです。
【持参するもの】納税通知書または納税者本人であるこ
とが確認できる身分証明書（運転免許証等）
【手数料】無料　【その他】縦覧帳簿のコピーはできません。

～軽自動車豆知識～

初度検査※後13年を経過した車両は重課税の税率が適
用されます! （表1）
平成29年度の対象車両は、初度検査年が平成15年以前です。
※初度検査・・・新車購入時に最初にナンバーを取得するための検
　査。初度検査年月は、自動車検査証に記載されています。

※※営業用とは、貨物軽自動車運送事業を行っている車両です（黒ナンバー）

表1

市では、国が実施する基幹統計調査を行う際の、統計調査員を募集しています。応募された方は、市の登録調査員として
登録名簿に登載され、基幹統計調査実施の際には調査対象地区・住所等を考慮のうえ、調査員をお願いしています。

2月15日から3月15日まで行われた住民税申告に
ついて、期間中に申告することができなかった方は、
5月8日（月）より住民税申告の受付を再開いたします。
申告がされていない場合、各種証明書発行や各種
行政手続き等に影響が及ぶことがありますのでご注意
ください。

　5月は軽自動車税の納付月・減免の受付期間です。
納付書は5月上旬に発送予定です。減免に関しての必要
書類など、詳しくは市ホームページにてご確認ください。

【問】税務課（大里庁舎）☎948-7124

平成29年度「固定資産税第1期」の納付について

※口座振替の方は残高の確認をお願いします。尚、振替日は4月20日（木）です。

　　　　　　　　　　　　   4月は固定資産税第1期の納付月となっております。納め
忘れのないよう早めの納付をお願いします。
【納期限】平成29年5月1日（月）
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【広告】

不動産のことなら創業37年目の南新物産におまかせください！

まちづくり推進課（玉城庁舎）アジアユース人材育成・ネットワーク形成事業
実行委員会事務局 ☎948-7110　Email machi@city.nanjo.okinawa.jpお問合せ

国際センスを磨きたい高校生必見！

　平成27年度まで沖縄県が実施してきたアジアユース人材育成プログラムが、平成29年度より南城市、
伊江村、渡嘉敷村の3市村で復活します！

「アジアユース人材育成・
 ネットワーク形成事業」とは？
南城市、伊江村、渡嘉敷村の高校生が東アジア諸国
及び県外の青年たちと研修や共通体験等を通して
交流し、将来地域で活躍できる国際感覚豊かな若者
の育成と3市村のファンを醸成して地域活性化を
図ることを目的とした事業です。

「平成29年度アジアユース人材育成・ネットワーク形成事業」を実施します！

※事業内容の詳細は、決まり次第ホームページ等でお知らせ致します。

【研修場所】南城市、伊江村、渡嘉敷村
【主なプログラム・内容】参加者同士の交流を通じて3市村の魅力や課題

についてワークショップ、沖縄の文化や自然・歴史
などに触れ合う体験学習などを行います。

【実施期間】8月に2～3週間程度で予定しています。
【募集年代】15歳～18歳までの高校生
【参加国・募集人数】●東アジアの13か国・地域26名 ●南城市内8名　

●伊江村内6名 ●渡嘉敷村内6名 ●県外4名

都市建設課（玉城庁舎） ☎948-2141お問合せ

みんなで遊びに行こう♪

お待たせしました。グスクロード公園の遊具が完成しました。芝生の養生期間を経て、ゴールデンウィー
クには供用開始を予定しています。皆さまそろって遊びに来てください。

グスクロード公園の遊具が完成しました

※現在は芝生の養生中のため立入禁止しております。皆さまのご理解・協力をお願いします。

【広告】

電話で事前予約をして乗車！乗り合い型の新交通シス
テム「おでかけなんじぃ」。1日13便・1時間間隔（8時便～
20時便）の運行で、市内の目的地までお届けします。
【受付時間】8時～20時
【利用運賃】１人１回 300円〈回数券（12枚3,000円）〉
【問・申込み】おでかけなんじぃ受付センター

市内のおでかけは【おでかけなんじぃ】におまかせ！

おでかけなんじぃ受付センター
イチ ニ サン ゴー

☎949-1235

●
一
般
講
座

　
『
実
践
的
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
』

【
講
師
】福
岡 

百
合
子

【
日
時
】6
月
2
日・9
日・16
日（
金
）﹇
全
3
回
﹈

19
時
〜
21
時 

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　第
１
研
修
室

【
対
象（
定
員
）】一
般 

20
名

【
費
用
】無
料

●
一
般
講
座

　
『
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
』

【
講
師
】新
里
　逸
子

【
日
時
】6
月
13
日・
20
日・
27
日・7
月
4
日・
11
日

（
火
）﹇
全
５
回
﹈10
時
〜
12
時

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　ホ
ー
ル

【
対
象（
定
員
）】一
般 

20
名
　

【
費
用
】無
料

●
一
般
講
座

　
『
刃
物
砥
ぎ
教
室
』

【
講
師
】知
花
　昌
雄

【
日
時
】6
月
16
日（
金
）10
時
〜
12
時

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　調
理
室

【
対
象（
定
員
）】一
般 

16
名
　

【
費
用
】無
料

●
一
般
講
座

　
『
初
心
者
の
た
め
の
韓
国
語
講
座
』

【
講
師
】 

竹
内
　章
祝
　

【
日
時
】6
月
21
日・
28
日・7
月
5
日・
12
日・
19
日

（
水
）﹇
全
5
回
﹈19
時
〜
21
時

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　第
１
研
修
室

【
対
象（
定
員
）】一
般 

20
名
　

【
費
用
】無
料

【
募
集
期
間
】4
月
26
日（
水
）〜
5
月
17
日（
水
）

【
申
込
方
法
】募
集
期
間
内
に
、左
記
の
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る『
申
込
用
紙
』に 

必
要
事
項
を
記
入
の

上
、応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

結
果
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
原
則
と
し
て
、南
城
市
民
及
び
在
勤
者
に
限
り
ま
す
。

①
中
央
公
民
館（
玉
城
） 

②
大
里
庁
舎（
３
階 

生
涯
学

習
課
） 

③
知
念
出
張
所 

④
佐
敷
出
張
所 

⑤
図
書
館

（
大
里
分
館
） ⑥
図
書
館（
佐
敷
分
館
）

【
問
】南
城
市
中
央
公
民
館

☎
9
4
8

‒
7
3
2
0（
月
曜
休
館
）

手
話
で
交
流
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
? 

手
話

学
習
に
興
味・関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】平
成
29
年
5
月
11
日
〜
平
成
30
年
2
月
22

日﹇
全
39
回
﹈14
時
〜
16
時（
毎
週
木
曜
日 

※
祝
祭

日
除
く
）
　

【
場
所
】南
風
原
町
ち
む
ぐ
く
る
館（
入
門
編
）／ 
南

城
市
大
里
庁
舎
３
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
基
礎
編
）

【
対
象
者
】初
心
者（
入
門
編
）

【
講
師
】ろ
う
講
師
1
名
、聴
講
師
1
名

【
受
講
料
】無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
3
2
4
0

円
は
実
費
）

【
定
員
】15
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考
に
な
り

ま
す
）

【
申
込
方
法
】申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、南
城
市
役
所
生
き
が
い
推
進
課
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。申
込
み
用
紙
は
生
き
が
い
推
進
課
、市
民

課
窓
口（
佐
敷・知
念
庁
舎
）、総
務
課（
玉
城
庁
舎
）

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。（
F
A
X
可・電
話
受
付
可
）

【
申
込
締
切
】4
月
21
日（
金
）

【
問・申
込
】生
き
が
い
推
進
課（
大
里
庁
舎
）

☎
9
4
6

‒

8
9
8
5  

F
A
X
8
8
2

‒

8
1
1
4

（
担
当：真
境
名・森
田
）

【
日
時
】4
月
22
日（
土
）13
時
30
分
〜

【
開
催
場
所
】あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
特
設
ス
テ
ー
ジ

【
料
金
】当
日
の
み
ビ
ー
チ
駐
車
場
無
料

【
内
容
】地
域
の
青
年
団
体
に
よ
る
伝
統
芸
能
、な
ん

じ
ぃ
イ
ベ
ン
ト
、バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
無
料
体
験
な
ど

【
問
】あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
管
理
事
務
所

☎
9
4
8

‒

3
5
2
1

【
日
時
】5
月
3
日（
水・憲
法
記
念
日
）15
時
半
開
場
　16
時
開
演

【
会
場
】南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

野
外
ス
テ
ー
ジ（
つ
き
し
ろ
広
場
）

※
雨
天
の
場
合
は
2
F
集
会
室
に
て
開
催

【
料
金
】前
売
り
2
0
0
0
円

　当
日
2
5
0
0
円

※
高
校
生
以
下
無
料（
中
学
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

【
出
演
】南
部
マ
ン
ゴ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ
、A
l
l 

J
a
p
a
n 

G
o
i
t
h
、ク
ロ
ネ
コ
リ
ボ
ン
ズ
、

T
H
E 
B
A
R
C
O
X
、J
A
H
S
T
I
C
E

【
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル（
月
曜
休
館
）

【
主
催
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
助
っ
人
倶
楽
部
、南
部
マ

ン
ゴ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ

【
問
】☎
0
9
0

‒

3
7
9
0

‒

6
6
3
9（
平
田
）

※
当
日
は
飲
食
の
販
売
あ
り
ま
す
。

南
城
市
中
央
公
民
館
講
座

受
講
生
大
募
集

行政
関連

南
城
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

行政
関連

あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
海
開
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
7

S
K
A 

i
n 

N
a
n
j
o 

2
0
1
7《
ゴ
ー
ル
デ
ン
マ
ン
ゴ
ー
》

2
0
0
文
字
以
内
。日
時
、場
所
、主
催
ま
た
は
お
問
合
せ

先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。商
業
性
の
高
い
情
報
に
つ
い

て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。発
行
月
の
前
月

10
日
ま
で
に
送
付
く
だ
さ
い
。

基　準 市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 koho@
city.nanjo.okinaw

a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 koho@
city.nanjo.okinaw

a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 koho@
city.nanjo.okinaw

a.jp

Ｅ
メ
ー
ル

お
で
か
け
広
場

情報お待ち
してるなん♪
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【広告】

不動産のことなら創業37年目の南新物産におまかせください！

まちづくり推進課（玉城庁舎）アジアユース人材育成・ネットワーク形成事業
実行委員会事務局 ☎948-7110　Email machi@city.nanjo.okinawa.jpお問合せ

国際センスを磨きたい高校生必見！

　平成27年度まで沖縄県が実施してきたアジアユース人材育成プログラムが、平成29年度より南城市、
伊江村、渡嘉敷村の3市村で復活します！

「アジアユース人材育成・
 ネットワーク形成事業」とは？
南城市、伊江村、渡嘉敷村の高校生が東アジア諸国
及び県外の青年たちと研修や共通体験等を通して
交流し、将来地域で活躍できる国際感覚豊かな若者
の育成と3市村のファンを醸成して地域活性化を
図ることを目的とした事業です。

「平成29年度アジアユース人材育成・ネットワーク形成事業」を実施します！

※事業内容の詳細は、決まり次第ホームページ等でお知らせ致します。

【研修場所】南城市、伊江村、渡嘉敷村
【主なプログラム・内容】参加者同士の交流を通じて3市村の魅力や課題

についてワークショップ、沖縄の文化や自然・歴史
などに触れ合う体験学習などを行います。

【実施期間】8月に2～3週間程度で予定しています。
【募集年代】15歳～18歳までの高校生
【参加国・募集人数】●東アジアの13か国・地域26名 ●南城市内8名　

●伊江村内6名 ●渡嘉敷村内6名 ●県外4名

都市建設課（玉城庁舎） ☎948-2141お問合せ

みんなで遊びに行こう♪

お待たせしました。グスクロード公園の遊具が完成しました。芝生の養生期間を経て、ゴールデンウィー
クには供用開始を予定しています。皆さまそろって遊びに来てください。

グスクロード公園の遊具が完成しました

※現在は芝生の養生中のため立入禁止しております。皆さまのご理解・協力をお願いします。

【広告】

電話で事前予約をして乗車！乗り合い型の新交通シス
テム「おでかけなんじぃ」。1日13便・1時間間隔（8時便～
20時便）の運行で、市内の目的地までお届けします。
【受付時間】8時～20時
【利用運賃】１人１回 300円〈回数券（12枚3,000円）〉
【問・申込み】おでかけなんじぃ受付センター

市内のおでかけは【おでかけなんじぃ】におまかせ！

イチ ニ サン ゴー

☎949-1235

●
一
般
講
座

　
『
実
践
的
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
』

【
講
師
】福
岡 

百
合
子

【
日
時
】6
月
2
日・9
日・16
日（
金
）﹇
全
3
回
﹈

19
時
〜
21
時 

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　第
１
研
修
室

【
対
象（
定
員
）】一
般 

20
名

【
費
用
】無
料

●
一
般
講
座

　
『
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
』

【
講
師
】新
里
　逸
子

【
日
時
】6
月
13
日・
20
日・
27
日・7
月
4
日・
11
日

（
火
）﹇
全
５
回
﹈10
時
〜
12
時

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　ホ
ー
ル

【
対
象（
定
員
）】一
般 

20
名
　

【
費
用
】無
料

●
一
般
講
座

　
『
刃
物
砥
ぎ
教
室
』

【
講
師
】知
花
　昌
雄

【
日
時
】6
月
16
日（
金
）10
時
〜
12
時

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　調
理
室

【
対
象（
定
員
）】一
般 

16
名
　

【
費
用
】無
料

●
一
般
講
座

　
『
初
心
者
の
た
め
の
韓
国
語
講
座
』

【
講
師
】 

竹
内
　章
祝
　

【
日
時
】6
月
21
日・
28
日・7
月
5
日・
12
日・
19
日

（
水
）﹇
全
5
回
﹈19
時
〜
21
時

【
場
所
】南
城
市
中
央
公
民
館
　第
１
研
修
室

【
対
象（
定
員
）】一
般 

20
名
　

【
費
用
】無
料

【
募
集
期
間
】4
月
26
日（
水
）〜
5
月
17
日（
水
）

【
申
込
方
法
】募
集
期
間
内
に
、左
記
の
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る『
申
込
用
紙
』に 

必
要
事
項
を
記
入
の

上
、応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

結
果
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
原
則
と
し
て
、南
城
市
民
及
び
在
勤
者
に
限
り
ま
す
。

①
中
央
公
民
館（
玉
城
） 

②
大
里
庁
舎（
３
階 

生
涯
学

習
課
） 

③
知
念
出
張
所 

④
佐
敷
出
張
所 

⑤
図
書
館

（
大
里
分
館
） ⑥
図
書
館（
佐
敷
分
館
）

【
問
】南
城
市
中
央
公
民
館

☎
9
4
8

‒

7
3
2
0（
月
曜
休
館
）

手
話
で
交
流
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
? 

手
話

学
習
に
興
味・関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】平
成
29
年
5
月
11
日
〜
平
成
30
年
2
月
22

日﹇
全
39
回
﹈14
時
〜
16
時（
毎
週
木
曜
日 

※
祝
祭

日
除
く
）
　

【
場
所
】南
風
原
町
ち
む
ぐ
く
る
館（
入
門
編
）／ 

南

城
市
大
里
庁
舎
３
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
基
礎
編
）

【
対
象
者
】初
心
者（
入
門
編
）

【
講
師
】ろ
う
講
師
1
名
、聴
講
師
1
名

【
受
講
料
】無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
3
2
4
0

円
は
実
費
）

【
定
員
】15
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考
に
な
り

ま
す
）

【
申
込
方
法
】申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、南
城
市
役
所
生
き
が
い
推
進
課
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。申
込
み
用
紙
は
生
き
が
い
推
進
課
、市
民

課
窓
口（
佐
敷・知
念
庁
舎
）、総
務
課（
玉
城
庁
舎
）

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。（
F
A
X
可・電
話
受
付
可
）

【
申
込
締
切
】4
月
21
日（
金
）

【
問・申
込
】生
き
が
い
推
進
課（
大
里
庁
舎
）

☎
9
4
6

‒

8
9
8
5  

F
A
X
8
8
2

‒

8
1
1
4

（
担
当：真
境
名・森
田
）

【
日
時
】4
月
22
日（
土
）13
時
30
分
〜

【
開
催
場
所
】あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
特
設
ス
テ
ー
ジ

【
料
金
】当
日
の
み
ビ
ー
チ
駐
車
場
無
料

【
内
容
】地
域
の
青
年
団
体
に
よ
る
伝
統
芸
能
、な
ん

じ
ぃ
イ
ベ
ン
ト
、バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
無
料
体
験
な
ど

【
問
】あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
管
理
事
務
所

☎
9
4
8

‒

3
5
2
1

【
日
時
】5
月
3
日（
水・憲
法
記
念
日
）15
時
半
開
場
　16
時
開
演

【
会
場
】南
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー・シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル

野
外
ス
テ
ー
ジ（
つ
き
し
ろ
広
場
）

※
雨
天
の
場
合
は
2
F
集
会
室
に
て
開
催

【
料
金
】前
売
り
2
0
0
0
円

　当
日
2
5
0
0
円

※
高
校
生
以
下
無
料（
中
学
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

【
出
演
】南
部
マ
ン
ゴ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ
、A
l
l 

J
a
p
a
n 

G
o
i
t
h
、ク
ロ
ネ
コ
リ
ボ
ン
ズ
、

T
H
E 

B
A
R
C
O
X
、J
A
H
S
T
I
C
E

【
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル（
月
曜
休
館
）

【
主
催
】シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
助
っ
人
倶
楽
部
、南
部
マ

ン
ゴ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ

【
問
】☎
0
9
0

‒

3
7
9
0

‒

6
6
3
9（
平
田
）

※
当
日
は
飲
食
の
販
売
あ
り
ま
す
。

南
城
市
中
央
公
民
館
講
座

受
講
生
大
募
集

行政
関連

南
城
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

行政
関連

あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
海
開
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
7

S
K
A 

i
n 

N
a
n
j
o 

2
0
1
7《
ゴ
ー
ル
デ
ン
マ
ン
ゴ
ー
》

2
0
0
文
字
以
内
。日
時
、場
所
、主
催
ま
た
は
お
問
合
せ

先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。商
業
性
の
高
い
情
報
に
つ
い

て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。発
行
月
の
前
月

10
日
ま
で
に
送
付
く
だ
さ
い
。

基　準 市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 koho@
city.nanjo.okinaw

a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 koho@
city.nanjo.okinaw

a.jp

市
民
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
致
し
ま
す
。

基
準
に
従
い
、左
記
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 koho@
city.nanjo.okinaw

a.jp

Ｅ
メ
ー
ル

お
で
か
け
広
場

情報お待ち
してるなん♪
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24

昭和の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

○こ

○こ

○こ
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○こ

○こ

○こ

○こ

○こ

○こ

○こ

○消○こ

○消○こ

○消○こ

○消○こ

○消○こ

○消○こ

○こ

○こ

○こ

○こ

○こ

15
特定健診・がん検診
（総合保健福祉センター　）
8:30～11:00

○大

小中学校始業式
久高小中入学式

1歳6か月児健診
13:30～14:45

区長会

幼稚園入園式 1歳児健康相談

7か月児健康相談

10か月児健診
9:15～10:30

海外短期留学保護者
説明会

無料法律相談
3歳児健診 
13:30～14:45

市雇用サポート
センター大里庁舎出張
9:00～12:00
4か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診 
13:30～14:45

上がり太陽プラン
事業説明会

南城市一斉清明祭

2歳児健康相談中央公民館講座
募集開始

4か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診 
13:30～14:45

住民税申告受付再開

小中学校入学式

狂犬病予防注射

あざまサンサン
ビーチ海開き

P18

3月号P17

P20（～5/17）

P19（～5/26）

3月号P15

海外短期留学
募集締切
3月号P10

3月号P10

特定健診・がん検診
（知念社会福祉センター）
8:30～11:00
1歳6か月児健診
13:30～14:45

P16

P20

P22

手話奉仕員講座
募集締切

市営住宅申込締切
P15

固定資産税納期限
P18 P20

無料法律相談 P22 狂犬病予防注射
P16

1歳6か月児健診
13:30～14:45

中国国際交流派遣
募集開始

SKA in Nanjo 2017 10か月児健診
9:15～10:30

3月号P10
育英会貸与学生
募集締切

3月号P17
上がり太陽プラン事業
募集締切

知念漁協ウミンチュ
とれとれ朝市
（海野漁港）

予定行事カレンダー
○消

○こ

消費者相談
〈大里庁舎 ２階〉毎週火曜／１０時～１２時・１３時～１６時

シュガーホール
長寿健診
特定健診・がん検診・予防接種・母子保健事業

☎947-1100
☎946-8961
☎946-8987

……………………………………
……………………………………………

……

……………………………

……………こころとからだの健康相談
〈地域活動支援センター〉毎週月・火・木・金曜／１２時～１６時

☎946-8981

☎880-0576

2017年

4月 5月
南 城 市 の

☎948-7340
知念図書館　知念児童館となり

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

☎946-9512
大里分館　大里農村環境改善センター1階

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

☎947-1100
佐敷分館　シュガーホール併設

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

☎948-7320
玉城分館　中央公民館2階

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

※館内整理日は休館です。

4月29日(土)、は昭和の日
のため全館休館です。

平成29年度はり・きゅう・あん摩・
マッサージ・指圧施術利用券交付のお知らせ

無料職業紹介所「南城市雇用創出サポートセンター」
窓口対応時間延長のお知らせ

【対象者】
国民健康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者で、末梢神経疾患又は
運動器疾患等による症状のある方
※現在医療機関等で治療中の方、保険対象の施術（はり・きゅう・あん摩・
マッサージ）を受けている方は除く

【申請に必要なもの】施術を受ける方の健康保険証、印鑑（世帯主及び申請者）

【場所】玉城庁舎　観光商工課内
【時間】平日９時～１６時
【電話】946-8817
◆求人ホームページ◆http://koyosapo.city.nanjo.okinawa.jp/

　４月から玉城庁舎窓口の対応時間が１時間延び、ご利用しやすくなりました。
より多くの市民と企業のマッチングを目指し南城市の雇用を応援していきます。
お仕事探し中の市民の方、人材を募集したい事業主の方、ぜひご活用下さい。
※毎月第２水曜日は大里庁舎ロビーにて出張窓口実施中（9時～12時）

◆平成29年度国保加入者の施術利用券交付申請については、より多くの方へ利用
券を交付できるよう交付申請を上半期（4月から9月までの申請）と下半期（10月
以降の申請）に分け受付し、交付枚数をそれぞれ6枚といたします。なお、下半期
の受付対象者は上半期で交付を受けた利用券を使い切った方です。

◆平成29年度に国民健康保険から後期高齢者医療保険に加入する方は両保険合
わせて最大12枚の交付となります。

◆予定交付枚数に達し次第、上半期の途中でも交付終了となり、下半期受付も終了
となりますのでご了承下さい。

【問】南城市雇用創出サポートセンター（玉城庁舎 観光商工課内） ☎946-8817

【問】国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961

開館
時間

【平 日】午前９時～午後６時
【土・日】午前９時～午後５時図書館からの

お知らせ ※祝祭日は全館休館です。
※土・日は12時～13時まで休憩のため閉館します。（知念図書館を除く）

『誰でも美しくなれる10の法則』
ティム ガン 著

今月の一冊玉城図書館所蔵

『いつもの服をそのまま
着ているだけなのに
なぜだかおしゃれに見える』
山本 あきこ 著

４月から「心機一転」という方も多いは
ず。普段なら後回しにしてしまうタンスや
クローゼットも一新するいい機会! 「自分
に似合う」をみつけるヒントがみつかるか
もしれません。

無料法律相談
日常のちょっとした悩み解決に・・・

問・ご予約：総務課（玉城庁舎） ☎948-7111

◆4月 相談日
　日時：4月13日（木）14:00～17:00
　場所：大里庁舎2階　福祉部相談室
◆5月 相談日
　日時： 5月11日（木）14:00～17:00
　場所：玉城庁舎2階　農事研修室

※予約制となっています。必ずお電話でのご予約を
　お願いします。詳細はお問合せください。

消費生活相談

ご予約：生活環境課（大里庁舎） ☎946-8981
◆日時：毎週火曜日
　　　 10:00～12:00/13:00～16:00
◆場所：大里庁舎 ２階東側相談室

「おかしいな」「困ったな」と感じたら
ひとりで悩まずにご相談ください。

生活困窮者自立支援制度

問：南城市 就職・生活支援パーソナルサポートセンター
　　（社会福祉課内）
　 ☎946-8996　FAX.882-8114
　 メール syakai@city.nanjo.okinawa.jp

◆対象者：南城市にお住いの方で、
　　　　 経済的な面で生活にお困りの方
　　　　 （生活保護受給者は除く）
◆開所日：月～金（祝日・年末年始除く）
　　　　 8:30～17:15

働きたくても働けない、家賃が支払えずに困ってい
るなど、就職や生活に困っていることをお聞かせく
ださい。解決へのお手伝いをします（相談無料）

くらし手帖
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15
特定健診・がん検診
（総合保健福祉センター　）
8:30～11:00

○大

小中学校始業式
久高小中入学式

1歳6か月児健診
13:30～14:45

区長会

幼稚園入園式 1歳児健康相談

7か月児健康相談

10か月児健診
9:15～10:30

海外短期留学保護者
説明会

無料法律相談
3歳児健診 
13:30～14:45

市雇用サポート
センター大里庁舎出張
9:00～12:00
4か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診 
13:30～14:45

上がり太陽プラン
事業説明会

南城市一斉清明祭

2歳児健康相談中央公民館講座
募集開始

4か月児健診
9:15～10:30
3歳児健診 
13:30～14:45

住民税申告受付再開

小中学校入学式

狂犬病予防注射

あざまサンサン
ビーチ海開き

P18

3月号P17

P20（～5/17）

P19（～5/26）

3月号P15

海外短期留学
募集締切
3月号P10

3月号P10

特定健診・がん検診
（知念社会福祉センター）
8:30～11:00
1歳6か月児健診
13:30～14:45

P16

P20

P22

手話奉仕員講座
募集締切

市営住宅申込締切
P15

固定資産税納期限
P18 P20

無料法律相談 P22 狂犬病予防注射
P16

1歳6か月児健診
13:30～14:45

中国国際交流派遣
募集開始

SKA in Nanjo 2017 10か月児健診
9:15～10:30

3月号P10
育英会貸与学生
募集締切

3月号P17
上がり太陽プラン事業
募集締切

知念漁協ウミンチュ
とれとれ朝市
（海野漁港）

予定行事カレンダー
○消

○こ

消費者相談
〈大里庁舎 ２階〉毎週火曜／１０時～１２時・１３時～１６時

シュガーホール
長寿健診
特定健診・がん検診・予防接種・母子保健事業

☎947-1100
☎946-8961
☎946-8987

……………………………………
……………………………………………

……

……………………………

……………こころとからだの健康相談
〈地域活動支援センター〉毎週月・火・木・金曜／１２時～１６時

☎946-8981

☎880-0576

2017年

4月 5月
南 城 市 の

☎948-7340
知念図書館　知念児童館となり

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

☎946-9512
大里分館　大里農村環境改善センター1階

◆休館日・・・・・・・毎週火曜日
◆館内整理日・・・毎月第3木曜日

☎947-1100
佐敷分館　シュガーホール併設

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

☎948-7320
玉城分館　中央公民館2階

◆休館日・・・・・・・毎週月曜日
◆館内整理日・・・毎月第4木曜日

※館内整理日は休館です。

4月29日(土)、は昭和の日
のため全館休館です。

平成29年度はり・きゅう・あん摩・
マッサージ・指圧施術利用券交付のお知らせ

無料職業紹介所「南城市雇用創出サポートセンター」
窓口対応時間延長のお知らせ

【対象者】
国民健康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者で、末梢神経疾患又は
運動器疾患等による症状のある方
※現在医療機関等で治療中の方、保険対象の施術（はり・きゅう・あん摩・
マッサージ）を受けている方は除く

【申請に必要なもの】施術を受ける方の健康保険証、印鑑（世帯主及び申請者）

【場所】玉城庁舎　観光商工課内
【時間】平日９時～１６時
【電話】946-8817
◆求人ホームページ◆http://koyosapo.city.nanjo.okinawa.jp/

　４月から玉城庁舎窓口の対応時間が１時間延び、ご利用しやすくなりました。
より多くの市民と企業のマッチングを目指し南城市の雇用を応援していきます。
お仕事探し中の市民の方、人材を募集したい事業主の方、ぜひご活用下さい。
※毎月第２水曜日は大里庁舎ロビーにて出張窓口実施中（9時～12時）

◆平成29年度国保加入者の施術利用券交付申請については、より多くの方へ利用
券を交付できるよう交付申請を上半期（4月から9月までの申請）と下半期（10月
以降の申請）に分け受付し、交付枚数をそれぞれ6枚といたします。なお、下半期
の受付対象者は上半期で交付を受けた利用券を使い切った方です。

◆平成29年度に国民健康保険から後期高齢者医療保険に加入する方は両保険合
わせて最大12枚の交付となります。

◆予定交付枚数に達し次第、上半期の途中でも交付終了となり、下半期受付も終了
となりますのでご了承下さい。

【問】南城市雇用創出サポートセンター（玉城庁舎 観光商工課内） ☎946-8817

【問】国保年金課（大里庁舎） ☎946-8961

開館
時間

【平 日】午前９時～午後６時
【土・日】午前９時～午後５時図書館からの

お知らせ ※祝祭日は全館休館です。
※土・日は12時～13時まで休憩のため閉館します。（知念図書館を除く）

『誰でも美しくなれる10の法則』
ティム ガン 著

今月の一冊玉城図書館所蔵

『いつもの服をそのまま
着ているだけなのに
なぜだかおしゃれに見える』
山本 あきこ 著

４月から「心機一転」という方も多いは
ず。普段なら後回しにしてしまうタンスや
クローゼットも一新するいい機会! 「自分
に似合う」をみつけるヒントがみつかるか
もしれません。

無料法律相談
日常のちょっとした悩み解決に・・・

問・ご予約：総務課（玉城庁舎） ☎948-7111

◆4月 相談日
　日時：4月13日（木）14:00～17:00
　場所：大里庁舎2階　福祉部相談室
◆5月 相談日
　日時： 5月11日（木）14:00～17:00
　場所：玉城庁舎2階　農事研修室

※予約制となっています。必ずお電話でのご予約を
　お願いします。詳細はお問合せください。

消費生活相談

ご予約：生活環境課（大里庁舎） ☎946-8981
◆日時：毎週火曜日
　　　 10:00～12:00/13:00～16:00
◆場所：大里庁舎 ２階東側相談室

「おかしいな」「困ったな」と感じたら
ひとりで悩まずにご相談ください。

生活困窮者自立支援制度

問：南城市 就職・生活支援パーソナルサポートセンター
　　（社会福祉課内）
　 ☎946-8996　FAX.882-8114
　 メール syakai@city.nanjo.okinawa.jp

◆対象者：南城市にお住いの方で、
　　　　 経済的な面で生活にお困りの方
　　　　 （生活保護受給者は除く）
◆開所日：月～金（祝日・年末年始除く）
　　　　 8:30～17:15

働きたくても働けない、家賃が支払えずに困ってい
るなど、就職や生活に困っていることをお聞かせく
ださい。解決へのお手伝いをします（相談無料）

くらし手帖
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南城市公式ホームページ
http://www.city.nanjo.okinawa.jp/

南城市の観光ポータルサイト
らしいね南城

観光に関するお問い合せ
南城市観光協会 TEL.948-4611
各サイトに関するお問い合せ

観 光 商 工 課 TEL.946-8817http://www.kankou-nanjo.okinawa/
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